
 

 

 

 
  

 「えっ、そっちなの？」「あ、同じだ！」体育館に、子どもたちの驚きと楽しそうな声が広がりました。 

 先日（６月２４日）のいじめ防止集会での一コマです。児童会代表委員の皆さんが企画した４択クイズでは、自分の考えに合わせて、子どもたちが体

育館の中を移動しました。仲のよい友達と違う場所に立つこともあれば、普段あまり話さない友達と同じ場所に集まることもありました。互いの立っ

ている場所を見渡す子どもたちの姿に、私は人間関係の大切な入口を見る思いがしました。 

 私たちは、自分と同じ考えの人に出会うと安心します。反対に、自

分と違う考えに出会うと、一瞬、「どうしてだろう」と身構えること

があります。これは、子どもだけでなく、大人にも起こる自然な心の

動きです。自然な反応だからこそ、「違い」に出会った瞬間の振る舞

いが大切になります。「違うから、おかしい。」「違うから、だめ。」そ

う反射的に決めつける前に、一度止まってみる。「そういう考えもあ

るよね。」「自分とは違うけれど、そう感じる人もいるんだね。」そう

受け止める一拍の「間」が、相手を傷つけないための大切な時間に

なります。 

 その流れを、子どもたちにも分かりやすい言葉として表してくれ

たのが、児童会代表委員会によるスローガン、『止まって、考えて、共感しよう』

です。この言葉を、子どもたち自身が選び、全校に届けてくれたことに、大きな

意味があります。相手をすぐに決めつけないこと。自分と違う感じ方に出会っ

たとき、少し立ち止まって考えること。そして、相手の心に近づこうとするこ

と。 

 その願いを受けて、集会の終わりに、私から子どもたちへ一つの言葉を添え

ました。「違いは、間違いじゃない！」それは、児童会代表委員会が届けてくれ

たスローガンと同じ方向を向く、五小全体へのメッセージです。 

 いじめを考えるときに大切にしたいのは、「言った側のつもり」だけで終わら

せず、「受け取った側がどう感じたか」に立ち戻ることです。「そんなつもりじゃ

なかった」で終わらせるのではなく、自分の言葉が相手の心にどう届いたのか

を想像する。このスローガンは、ただの合言葉ではなく、よりよい人間関係を

築くための具体的な手順でもあるように思います。 

 困っている友達に気付いたとき、知らないふりをしないこと。すぐに先生や

周りの大人につなぐこと。そうした一つ一つの行動が重なって、違いを責める

のではなく、違いから考える「五小の空気」をつくっていきたいですね！ 

 違いは、壁ではなく、新しい良さに出会う扉です。ご家庭でもぜひ、「自分と違

う考えの人に出会ったとき、どうしたらよいかな？」と、お子さんと話題にして

いただければ幸いです。 

 

 

  

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/school/sho.daigo/ 
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- Go forward together! - 
安心して学び、安心して挑戦する一年へ！ 

館林市立第五小学校 

 学校には、たくさんの声があります。笑い声、返事、友達を呼ぶ声。そ

の中に、声にならない気持ちがまぎれていることもあります。 

 ある国際調査では、日本の 15歳の 86％が、「学校に居場所がある」

と感じています。一方で、10％は学校でさみしさを感じ、6％は取り残

されているように感じると答えています。 

 大切なのは、数字の大きさだけではありません。同じ教室にいても、

感じ方は一人一人違うということです。 

 「大丈夫そう」に見える子の中にも、言葉になる前の気持ちがあるか

もしれません。だからこそ、学校では、子どもたちの表情や言葉の変化

に、丁寧に目を向けていきます。ご家庭でも、何気ない会話の中で、お

子さんの心の居場所に、そっと耳を傾けていただければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第五小学校のホームページでは、たてわり活動、ミンナノワタプロジェクト、田ん

ぼアート、社会科見学など、五小の様々な活動を紹介しています。 

校庭や畑、田んぼ、地域の施設など、学びの場は学校の中だけにとどまりませ

ん。子どもたちが実際に見て、聞いて、体験している様子を、写真と記事でお届けし

ています。紙面では紹介しきれない場面もありますので、ぜひ学校ホームページも

ご覧ください。 
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